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富
田
砕
花
賞
は
、
平
成
二

年
に
、
詩
人
・
富
田
砕
花
の

生
誕
百
年
を
記
念
し
て
創
設

さ
れ
ま
し
た
。

　

第
二
十
二
回
を
迎
え
る
今

年
も
全
国
各
地
か
ら
百
二
点

の
詩
集
の
応
募
が
あ
り
、
選

考
の
結
果
、受
賞
作
に
、大
和

郡
山
市
の
司
茜
さ
ん
の『
塩
っ
辛
街
道
』（
思
潮
社
）と
、広
島
市
の
万
亀

佳
子
さ
ん
の『
夜
の
中
の
家
族
』（
花
神
社
）が
選
ば
れ
ま
し
た
。

※
応
募
詩
集
は
、
十
一
月
十
六
日（
水
）か
ら
富
田
砕
花
旧
居
で
展
示
し

　

ま
す
。（
毎
週
水
・
日
曜
日
開
館
）
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●
司
茜
さ
ん
の
詩
集
『
塩
っ
辛
街
道
』
は
、
著
者
の
出
身
地
若
狭
と
現

　

住
地
奈
良
と
を
結
ぶ
い
わ
ゆ
る
「
西
の
鯖
街
道
」
を
太
い
軸
と
し
て

　

開
陳
さ
れ
る
深
い
歴
史
観
、
日
常
の
中
の
非
日
常
や
不
条
理
を
見
抜

　

く
眼
力
等
、
リ
ア
リ
ズ
ム
の
中
に
も
豊
か
な
物
語
性
を
備
え
て
い
る
。

　

東
日
本
大
震
災
以
前
に
書
か
れ
た
作
品
で
あ
り
な
が
ら
、
若
狭
湾
の

　

原
子
力
発
電
所
の
危
う
さ
を
問
う
詩
等
、予
見
に
も
満
ち
て
い
る
。

●
万
亀 
佳
子
さ
ん
の
詩
集
『
夜
の
中
の
家
族
』
は
、
ギ
リ
シ
ア
神
話
で

　

神
格
化
さ
れ
存
在
の
母
胎
と
も
な
る
夜
の
意
識
の
世
界
を
背
景
に
、

　

メ
タ
フ
ァ
ー（
隠
喩
）の
手
法
で
描
か
れ
た
家
族
の
肖
像
が
、
私
性
を

　

昇
華
し
て
、文
学
と
し
て
の
普
遍
性
を
獲
得
し
た
優
れ
た
詩
集
で
あ
る
。

　

中
国
残
留
孤
児
の
問
題
を
直
視
す
る
詩
等
に
も
惹
か
れ
る
。
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（
五
十
音
順
）

�
�
�
�
�
�
�
（
詩
人
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
神
戸
文
化
セ
ン
タ
ー
講
師
）

�
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�
（
詩
人
・
日
本
文
藝
家
協
会
会
員
）
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�
（
詩
人
）
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�
（
詩
人
）

�
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�
（
詩
人
・「
歴
程
」
同
人
）
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　富田砕花顕彰会では、次回以降も継続し
て顕彰事業を実施していくため、皆さんの
ご寄付を募っています。１口1,000円（何口
でも可）を、下記口座へお振り込みくださいま
すよう、ご協力をお願いします。
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昭
和
十
四
年
生
ま
れ
。平
成
五
年
、詩『
若
狭
に
想
う
』で
第
四
回
日
本
海

文
学
大
賞（
北
陸
中
日
新
聞
）受
賞
。平
成
六

年
、詩
集「
若
狭
に
想
う
」（
書
肆
青
樹
社
）発

表
。平
成
八
年
、詩『
若
狭
内
浦
の
里
』で
、「
第

一
回
ふ
る
さ
と
の
詩（
羽
生
市
）受
賞
。平
成

十
四
年
、詩
集「
番
傘
を
く
る
く
る
」（
洛
西
書

院
）発
表
。現
在「
日
本
現
代
詩
人
会
」・「
日
本

詩
人
ク
ラ
ブ
」・「
日
本
ペ
ン
ク
ラ
ブ
」所
属
。
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昭
和
十
八
年
生
ま
れ
。
平
成
六
年
、
詩
集
「
こ
ん
な
犬　

知
り
ま
せ
ん

か
」（
み
も
ざ
書
房
）を
発
表
。

　

平
成
十
五
年
に
第
三
十
三
回
新
日
本
文

学
賞
を
、
平
成
二
十
年
に
第
七
回
詩
と
創
造

奨
励
賞（
書
肆
青
樹
社
）を
受
賞
。

　

現
在
、「
日
本
現
代
詩
人
会
」・「
広
島
県
詩

人
協
会
」・「
中
四
国
詩
人
会
」
に
所
属
。
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�������
　平成22年12月16日・
思潮社から刊行。
　124ページ・30の詩
で構成されている。

��������
　平成22年８月31日・
花神社から刊行。
　108ページ・33の詩
で構成されている。
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����　11月12日（土）午前10時30分～
����　市民センター 401室
����　正賞（賞状）・副賞（各25万円）
�������

�����　「チャップリンと20世紀」
�����　富田砕花賞選考委員・松尾　茂夫 氏
�����　直接会場へ

　

市
で
は
、「
庭
園
都
市
あ
し
や
」を
推
進

す
る
た
め
、毎
年『
芦
屋
市
花
と
緑
の
コ
ン

ク
ー
ル
』を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

第
六
回
と
な
る
今
回
の
応
募
作
品
は
、

〈
個
人
部
門
〉七
点
、〈
学
校
園
・
店
舗
・
会
社

部
門
〉八
点
、〈
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
部
門
〉十
八

点
の
、合
計
三
十
三
点
の
ご
応
募
が
あ
り

ま
し
た
。

　

そ
の
中
か
ら
今
回
受
賞
さ
れ
た
か
た
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。
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濱
田
千
代
子
さ
ん
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精
道
中
学
校
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東
山
町
自
治
会

　
　
　
　
　

美
化
推
進
花
づ
く
り
部
会
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都国立近代美術館で、11月11日から12月25日まで開催する
とともに」の展示品を、わかりやすく解説します。
�　12月14日（水）午後２時～３時30分　���　ルナ・ホール
�　京都国立近代美術館学芸課長・山野英嗣氏　�����
はがきに、事業名・住所・氏名・電話番号・参加人数（２人まで）
入し、12月１日（木）までに下記へ
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藤
原
順
一
さ
ん

�
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ツ
ボ
サ
カ
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
工
場

�
�
�
�
�
�
�
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芦
屋
ハ
イ
タ
ウ
ン
ガ
ー
ラ
ン
ド（
花
冠
）
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ラ
・
ア
セ
ー
ラ
芦
屋
管
理
組
合
園
芸
部
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ラ
ポ
ル
テ
花
と
緑
の
会

　

潮
見
第
３
住
宅
美
化
ク
ラ
ブ
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（土）
４時
など

��
・25日
や親
ＤＶ）

�

�����	
��������������������������	
��
午前10時～　�������	
��
��（展示場）

��� 午後１時～　�������	
���（301・302室）
午前９時30分～　�������（多目的ホールＡ・Ｂ）���
午前９時～　�������	
��
����（多目的ホールＡ）

���� 午前９時～　��������	
�（多目的ホールＢ）
�����	
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正午開演〈午前11時30分開場〉　�������	
��
�（要整理券）����
午前11時開演〈10時30分開場〉　�������	
��

������
午前11時30分開演〈11時開場〉　�������	�����
午後１時開演〈０時30分開場〉　�������	�����
午後５時開演〈４時30分開場〉　�������	
��
��
�����

���

���������������������������	
�������	


　一緒にいられたら、それでいい。大切な
人だから、ぶつかり合って、分かり合って、
生きていく。
���　11月19日（土）①午前10時10分～②
午後１時～③午後５時30分～　���　ル
ナ・ホール　���　宮崎あおい・大竹し
のぶほか／呉美保監督・脚本（2010年・上映
時間：１時間50分）　���　当日券・一般
1,000円（＊掲載記事のある広報紙持参のか
たには200円割引き）・小学生以下500円
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　芦屋市消費者協会主催のバスツアーです。さわやかな秋の一日
をお楽しみください。
���　11月18日（金）午前８時出発　���　当日・午前７時40
分に、精道小学校東門前　����　みやま公園・倉敷美観地区
���　先着40人�����　5,000円
/会員4,500円（会員証提示要）＊65歳以
上のかたは、年齢確認できる証明書を
ご持参ください　�����　参加費
を添えて、下記へ（＊定員になり次第、
締め切ります）
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者へ
えて
は、私
あり
もの
力の

団体
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���　11月５日（土）午後１時～４時　���　ハナヤ勘兵衛社長・桑田敬司氏（ひ孫）
と同撮影部長・永田徹氏（写真家）を講師に、芦屋川沿いを歩きながら風景を撮影し、後日
美術博物館で展示〈小雨決行〉　���　20人（応募多数の場合は抽選） ����　デジ
タルカメラまたはフィルムカメラ（ポジフィルム限定）　����　1,000円

��������	
��
����������������	
��
�������

���　11月６日（日）午後２時～４時　���　兵庫県立美術館館長補佐・河崎晃一氏
���　先着60人（直接会場へ） 　����　一般300円・大高生200円・中学生以下無料
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���　11月12日（土）①午前10時30分～②午後１時30分～　���　体験学習室 　
���　画家・火置弘氏　���　各30人 　����　300円（材料費・入館料含む）
�����　電話で上記へ
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���　11月13日（日）午後１時～４時　���　旧芦屋郵便局電話事務室・仏教会
館ほかを見学　���　建築史家・梅宮弘光氏　���　20人　����　500円
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���　11月22日（火）午後１時～３時　���　工場見学とレクチャー　���　研
究開発室・瀧川隆弘氏　���　20人　����　500円　�����　11月10日〈必着〉
　
�����������	
��
　往復はがきに、イベント名・住所・氏名・年齢・連絡先を記入し、上記へ。
　※応募者多数の場合は抽選。詳しくは、美術博物館ホームページをご覧ください。
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���　11月10日〈毎月第２木曜日〉午後２時～３時30分　���　市民センター401室
ほか　���　和泉式部日記を２年間で学ぶ〈途中入会可〉　���　京都橘大学名誉
教授・鈴木紀子氏　���　60人　����　３カ月分・5,400円（６カ月分・10,000円）

����������� �� ��

���　11月18日（金）午後６時30分開演　���　ルナ・ホール　����　パーソナ
リティー・鈴木美智子/落語家・桂米團治/〈演奏〉ヴィオラ・奥村英樹、ピアノ・森口綾子/
〈脚色・演出〉羽野暢　���　600人〈自由席〉　����　3,500円（当日4,000円）
��������　谷崎館・市民センター内グリル業平・ローソンチケット

��������

　関西文化の日は、関西２府８県の美術館や博物館などの文化施設において
関西が誇る長い歴史に培われた豊かな文化資源に気軽に接する機会を提供す
ることにより、美術・学術愛好者の増大を図ることを目的としています。
　本市も趣旨に賛同し、美術博物館・谷崎潤一郎記念館を無料で開放します。
　期間中の展示等は、次のとおりです。この機会に、ぜひお出かけください。
�������
�������	�　「具体誕生」「美術の中の風景散歩」
����　「芦屋の遺跡とその出土品」

�������	
�
�������　「妖しの世界への誘い －谷崎・乱歩・横溝」
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　京都
「夢二と
���
���
往復は
を記入

�������	
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���������
　夫・パートナーからの暴力やセクシャル・ハラスメントなど、女性をめぐるさ
まざまな人権問題について、無料で電話相談〈秘密厳守〉に応じます。
�����　①11月14日～18日・午前８時30分～午後７時
　　　　　　②11月19日（土）・20日（日）午前10時～午後５時　
�� � �　人権擁護委員・法務局職員
�����　��������������（全国共通ナビダイヤル）
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���　11月12日（土）
　　　　午後２時～３時30分
���　市民センター301室
���　国際政治学者・
　　　　　　　　村田晃嗣氏
���　180人〈直接会場へ〉
����������������	�

��������������������	�
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　市内の小・中・高等学校児童生
徒から応募のあった、ポスター
542点の中から、入賞作品の50点
を展示します。ご覧ください。
���　11月16日～28日
���　市民センター空中通路
　＊毎週火曜日は、休館日です。

�������	
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���　11月28日（月）午前10時～正午　���　ウィ
ザスあしや　���　子育て中の親（祖父母も含む）と
子　���　２歳以上就学前までの幼児・先着８人（１
人300円）　�����　電話または窓口へ
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���　11月１日～29日（平日・第１土曜）午前９時～
午後５時30分　���　ウィザスあしや　
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���　11月２日・16日（水）/５日（土
/11日・18日・25日（金）午後１時～４時
���　夫婦・家族関係、心の悩みな

�������	
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������
���　11月２日・16日（水）/11日・25
（金）午後１時～４時　���　夫や
しい関係にある男性からの暴力（Ｄ
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　冒頭に、「能の魅力と三井寺の見所」と題し、舞台活動のほかＮＨＫ教育テレビの
能楽監修や若者たちへの能楽解説に定評がある観世喜正師が解説します。
����　11月25日（金）午後５時15分～（４時30分開場）　
����　ルナ・ホール　
�����舞囃子「玄象」長山耕三・「熊坂」観世銕之丞／狂言「二人大名」野村萬斎／
　　　　　能「三井寺」長山禮三郎・福王茂十郎・野村萬斎ほか　
����　指定席 3,500円・自由席 3,000円※当日各500円増　
��������

�市民センター事務所・市役所売店・谷崎潤一郎記念館・大丸芦屋店商品券売場・
　ローソンチケット（Ｌコード55447）
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① 8 :30
②12:00
③16:00
④18:15
⑤22:45
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��������呉川公園から

�� � � � �　第６回 芦屋市花と緑のコンクール

　　　　　　　　人権講演＆コンサート

　　　　　　　　　「こだまするこころ 金子みすずのまなざし」

������������   青少年育成愛護委員会

�� � � ����������	
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��������記念写真集「芦屋の四季・70選」より
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　国は平成13年に、毎年11月12日～25日の２週間を「女性に対する暴力をなくす
運動」期間と定め、「パープルリボン」をシンボルマークに、女性に対する暴力の根
絶を呼びかけています。また平成16年には、児童虐待防止法が施行された11月を
「児童虐待防止推進月間」と定め、「オレンジリボン」をシンボルマークに、児童虐
待防止の取り組みを行っています。家庭や学校・地域など社会全体で、「パープル
リボン」「オレンジリボン」をシンボルとして、女性の人権問題や児童虐待防止に
関する理解や関心を得るように、全国で啓発活動を行なっています。
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　暴力は、相手を支配しようとして、社会的に力（立場）の強い者から弱い者
と起こりやすいのです。自分にはそのつもりがなくても、相手に脅威を与え
いる場合もあります。ＤＶやセクシュアル・ハラスメント、児童虐待などは
的な場所で起こりやすく、周囲の人にとっては「見えにくい」という特徴があ
ます。また、暴力は身体的だけでなく、相手に無力感を与えるなど精神的なも
もあり、被害者の生活を崩壊させてしまうこともあります。このように、暴力
根底には相手への軽視や相手を従属的に捉えている意識があります。
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���　11月22日（火）午後２時～３時　���　ＪＲ芦屋駅周辺　���　市・芦屋警察署・関係団
による街頭啓発
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